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D日程
秋晴れに恵まれ、中高校生47人、保護者21人が参加し、

8の講座に分かれて実験実習を行いました。大学からは、
教員9人、学生10人が実験の指導にあたりました。

神
戸
大
学
で
実
験
講
座
が
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さ
れ
ま
し
た
。

中学生のときは面白いけど難しくてよくわからないと思っ
ていたことが高校生になって「原理がわかる」というまた新
しい視点で見るととても面白かったです。大学生になったら、
もっとこんな研究や実験ができると思うと、とてもわくわく
します。
いろいろな菌を見ることができたし、実際に大学の人の話

を聞くことができたので面白かったです。

プログラム
12:00 受付開始
12:30-17:30 各実験場所へ移動そして、実験開始
17:30 各コースごとに終了し、解散

D-1 大気圧プラズマって何？

D-3 水中のDNAを使って魚の生息数を推定する

D-8 光ピンセットで溶液の内部を見てみよう

初めて会った方々と一つの実験をすることができて楽しかっ
た。大学で研究をすることなどの雰囲気などを知れてとても参
加してよかったと思いました。(生徒）
学校では、使わないような紫外線の装置などを使って物の性

質を知ることができてとても貴重な体験でよかったと思いまし
た。

大気圧低温プラズマを見て，
触って，感じてもらうだけでなく，
分光装置や試験紙を用いた実験を
することで，プラズマの物理やプ
ラズマによる液中での化学反応に
ついて考えていこうと思います。

谷 篤史（人間発達環境学研究科人間環境学専攻）

D-6 南海トラフ地震の揺れはどんなに強いの

建築物や土木構造物の模型を
作製して，小さな振動台に載せ
て揺らしてみます。地震の揺れ
の特徴を観察するとともに，ど
のようにすれば構造物の揺れを
小さくすることができるのか考
えてみます。

鍬田泰子（工学研究科市民工学専攻）

ペットボトル一本分の水を採
取して，絶滅危惧種の魚が何匹
生息しているかを推定する環境
DNA分析実験に挑戦してもらい
ます。目では見えない水中世界
を科学の力で，のぞいてみま
しょう。

源利文（人間発達環境学研究科人間環境学専攻）

D-2 赤外線でプラスチックを調べてみよう

実習では，赤外分光光度計
と熱分析の装置を使って，身
の回りにあるプラスチック材
料の形態の違いと物性がどの
ように関連しているかについ
て考えてみます。

佐藤春実（人間発達環境学研究科人間環境学専攻）

溶液内部の複雑さを調べるため，
光ピンセットという方法を使って，
小さなビーズを光でつかみ，溶液
内の目的の位置に光で移動させて，
その場所ごとの粘度を測定します。

日出間 るり（工学研究科 応用化学専攻）

D-7 温室効果ガスってなーに？

空気による赤外線吸収スペク
トルを測定し，空気中の分子の
種類による吸収の違いを観測し
て，温室効果の原因を探ります。
また，分子と光の関係を調べる
ために，光の性質と分子による
光吸収の特徴を可視光の吸収を
観察して理解した後に，赤外線
の吸収で分子を考えます。

笠原 俊二（分子フォトサイエンス研究センター)

D-5 身の回りの小さな世界～微生物を見よう～

私たちの周りに存在する微生物
は、実際にどんな形をしているの
でしょうか？実験では，微生物の
一種である真正細菌を基本的な染
色法を用いて染色し，光学顕微鏡
を用いてその形態を観察します。

松尾栄子（農学研究科資源生命科学専攻）

D-4 お酒の強い人、弱い人

PCR装置と呼ばれるマシンを
使ってDNAを増幅し、お酒を分解
する酵素の遺伝子タイプを調べま
す。今回の実験では、実際に自分
たちのDNAを増幅してみることで，
その原理についても勉強します。

茶谷絵里（理学研究科化学専攻）

2018年11月18日（日）
神戸大学で研究を体験！
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